
射水市の未来のために ～『わがまち』らしい包括管理業務委託～

利用者にも施設にも優しい配慮

　  これまで施設管理にかかっていた
　  行政職員の8,669時間を、
　  別の行政のコア業務に振り向ける

⇒新たな業務に着手する時間確保

射水市の包括管理業務委託（R4～R8） 効率的な予算執行



射水市の未来のために ～市民サービス向上と自治体経営の効率化を加速する民間提案制度～

公民連携により、新たな市民サービスをスピーディーに実現

脱炭素化事業による省エネルギー効果

令和5年度 令和6年度

電気使用量 ▲2.55％ ▲12.01％

省エネ事業
未実施施設
電気使用量

6.59％ 6.01％

導入前後の電気使用量削減状況（実施高圧施設のみ）
　・令和5年度、令和6年度に施工、実施
　・対令和4年度電気使用量

原油高等で電気代等高騰の最中、省エネ事業
の効果的な実施による財政負担軽減

【例③】未利用市有地の売却により　地域の子どもや
高齢者、大学生をつなぐ新たな交流の場が今秋オープン
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公共施設等全体でも、導入前は一桁で
あったLED化率が６０％超まで躍進

【例①】スマートロックによる鍵管理

従来、管理人を介していた学校開放体育館の
鍵管理を、利用団体毎に発行される暗証番号で
人を介さずとも利用可能になり、
利用者の利便性向上

【例②】市営駐車場管理＋カーシェア

直営管理であった市営駐車場の管理を、
指定管理者制度の導入とあわせて
駐車場の一角で、カーシェアサービスの
実施

随意契約保証型 民間提提案制度

令和４～６年度の提案実績と主な事業内容



射水市の未来に向けて ～人と地域の未来をつなぐ公民連携～

市内事業者向け勉強会の実施

庁内横断的な先進地視察、勉強会
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将来を見据え本市の規模に
見合った適正な公共施設の維持
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地域も一緒にエリアの価値向上を考える学校跡地利活用事業


